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市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

岡
下
勝
彦
・
高
松
市
議
会
議
長
）

は
6
月
1
日
、
東
京
・
砂
防
会
館

で
平
成
28
年
度
第
1
回
理
事
会
の

後
、
第
1
1
2
回
代
議
員
会
を
開

催
し
、
27
年
度
会
計
決
算
を
認
定

し
た
。

平
成
23
年
6
月
に
地
方
議
会
議

員
年
金
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
制
度
廃
止
後
、
最
初
の

議
員
の
任
期
満
了
日
を
迎
え
る
と
、

現
職
議
員
を
含
め
た
全
員
が
、
在

職
期
間
に
関
わ
ら
ず
退
職
一
時
金

を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
統
一
地
方
選
挙

が
行
わ
れ
た
平
成
27
年
度
は
、
過

去
最
多
と
な
る
約
6
千
8
百
件
の

退
職
一
時
金
の
給
付
が
あ
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
原
稿
は
市
議
会
議
員
共
済
会
か

ら
提
供
）

自
由
民
主
党
防
衛
施
設
問
題
に

関
す
る
議
員
連
盟
（
会
長
�
今
津

寛
・
衆
議
院
議
員
）
の
総
会
が
、

5
月
31
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
で
開
か
れ
た
。
市
岡
博
道
・
全

国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
会

長
（
佐
世
保
市
議
会
議
長
）
が
出

席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
今
津
議
連
会
長
、

武
田
良
太
・
議
連
幹
事
長
（
衆
議

院
議
員
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
で
は
、
山
口
幸
太
郎
・
在

日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
先

6
基
地
関
係
自
治
体
連
絡
協
議
会

会
長
（
千
歳
市
長
）
、
小
比
類
巻

正
規
・
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓

練
移
転
先
6
基
地
関
係
市
町
村
議

会
連
絡
協
議
会
会
長
（
三
沢
市
議

会
議
長
）
か
ら
再
編
交
付
金
の
継

続
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
。
次

い
で
、
市
岡
基
地
協
会
長
か
ら
在

日
米
軍
再
編
に
伴
う
支
援
措
置
な

ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
（
左
掲
）
。

そ
の
後
、
▽
再
編
特
措
法
の
期

限
の
延
長
▽
基
地
交
付
金
・
調
整

交
付
金
の
拡
大
―
な
ど
を
内
容
と

す
る
提
言
に
つ
い
て
、
文
言
の
修

正
を
今
津
議
連
会
長
に
一
任
し
た

上
で
了
承
し
た
。

※※
市市
岡岡
基基
地地
協協
会会
長長
要要
望望
要要
旨旨

在
日
米
軍
再
編
に
伴
い
負
担
増

と
な
る
関
係
市
町
村
に
対
し
、
十

分
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
再
編
に
伴
い
現
行
の
基
地
対

策
関
係
予
算
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
29
年
3
月
31

日
で
失
効
す
る
再
編
特
措
法
に
つ

い
て
、
法
の
失
効
時
期
を
延
長
し
、

在
日
米
軍
再
編
に
伴
い
負
担
増
と

な
る
関
係
市
町
村
に
対
す
る
再
編

交
付
金
の
引
き
続
き
の
交
付
を
要

望
す
る
。
併
せ
て
、
関
係
市
町
村

の
要
望
を
踏
ま
え
た
所
要
額
の
確

保
と
交
付
期
間
の
延
長
も
お
願
い

す
る
。

平成27年度市議会議員共済会決算（概要）
（平成28年3月31日現在）

給付経理（給付に要する費用） （単位：千円）
収支の状況
（1）収入総額 67，611，620

（主な収入の内訳）
ア 負 担 金 65，434，169
イ 利息及び配当金 295，152

（2）支出総額 71，084，639
（主な支出の内訳）
ア 退 職 年 金 30，694，927
イ 退 職 一 時 金 28，658，588
ウ 遺 族 年 金 11，723，736
エ 遺 族 一 時 金 7，309

（3）収支損益額（（1）－（2）） △3，473，019
平成27年度は収入総額より支出総額が上回ったため、34

億7，301万9千円の当期損失金となった。このため、前年度
の剰余金391億635万2千円を取り崩して、平成27年度の給付
に要する費用の不足金に補てんした。これにより、平成28年
度に繰り越した給付積立金は356億3，333万3千円となった。

業務経理（事務に要する費用） （単位：千円）
収支の状況
（1）収入総額 259，172

（収入の内訳）
ア 事務負担金 258，726

議員一人当たり13，000円×議員定数
イ 利息及び配当金 446

（2）支出総額 261，047
（主な支出の内訳）
ア 役員報酬及び職員給与 83，550
イ 旅費及び事務費 44，519
ウ 委託費及び賃借料 106，805

（3）収支損益額（（1）－（2）） △1，875
平成27年度は収入総額より支出総額が上回ったため、18

7万5千円の当期損失金となった。このため、前年度の剰余
金3億1，281万8千円を取り崩して平成27年度の業務に要す
る費用の不足金に補てんした。これにより平成28年度に繰
り越した剰余金は3億1，094万3千円となった。

お
知
ら
せ

本
紙
7
月
5
日
付
け
第

1
9
8
1
号
は
、
第
1
9

8
2
号
と
併
せ
、
7
月
15

日
付
け
第
1
9
8
1
・
2

号
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

共済会

第
1
1
2
回
代
議
員
会
を
開
催

会議の模様

自民党

防
衛
施
設
問
題
に
関
す
る

議
員
連
盟
の
総
会
が
開
催

挨拶する岡下会長

要望する市岡基地協会長

（昭和36年12月20日第三種郵便物認可）
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希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済

的

新
三
本
の
矢

夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援

安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障

第一の矢 第二の矢 第三の矢

経済社会の現状…世界経済の課題、国内は成長の隘路である少子高齢化

政
府
は
6
月
2
日
、
繰
上
げ
閣

議
で
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
2
0
1
6
〜
6
0
0
兆

円
経
済
へ
の
道
筋
〜
」
（
骨
太
の

方
針
）
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活

躍
プ
ラ
ン
」
、
「
日
本
再
興
戦
略

2
0
1
6
―
第
4
次
産
業
革
命
に

向
け
て
―
」
（
成
長
戦
略
）
を
決

定
し
た
。

骨
太
の
方
針
は
①
6
0
0
兆
円

経
済
・
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経

済
②
希
望
出
生
率
1
・
8
・
夢
を

つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
③
介
護
離
職

ゼ
ロ
・
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保

障
―
の
新
・
三
本
の
矢
の
一
体
的

な
推
進
に
よ
り
、
成
長
と
分
配
の

好
循
環
を
実
現
し
、
確
立
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
方
を
含
め
日
本
経

済
全
体
の
持
続
的
拡
大
均
衡
を
目

指
す
と
し
た
。

好
循
環
の
実
現
に
向
け
、
「
経

済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全
化
な

し
」
を
基
本
と
し
、
消
費
税
率
の

10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
31
年
10
月

ま
で
2
年
半
延
期
す
る
が
、
財
政

健
全
化
目
標
（
32
年
度
の
基
礎
的

財
政
収
支
黒
字
化
）
を
堅
持
す
る

と
し
て
い
る
。
経
済
成
長
の
隘
路

（
労
働
供
給
の
減
少
、
経
済
規
模

の
縮
小
な
ど
を
招
き
経
済
の
持
続

性
を
危
う
く
す
る
）
の
根
本
に
あ

る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い

う
構
造
的
な
問
題
に
対
し
、
新
・

三
本
の
矢
に
よ
り
、
真
正
面
か
ら

取
り
組
も
う
と
す
る
。
ま
た
、
6

0
0
兆
円
経
済
の
実
現
に
向
け
て
、

成
長
戦
略
の
深
化
・
実
現
に
取
り

組
む
と
し
、
地
方
創
生
の
深
化
を

実
現
す
る
政
策
の
推
進
や
、
28
年

提
案
募
集
に
お
け
る
地
方
か
ら
の

提
案
の
実
現
を
図
り
、
地
方
分
権

改
革
を
着
実
か
つ
強
力
に
進
め
る

な
ど
と
し
て
い
る
。

経
済
・
財
政
一
体
改
革
の
着
実

な
推
進
と
し
て
、
歳
出
改
革
に
当

た
り
、
国
と
地
方
の
連
携
強
化
な

ど
を
図
り
、
歳
出
全
般
に
つ
い
て
、

ワ
イ
ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕

組
み
を
強
化
す
る
。
子
ど
も
子
育

て
や
家
庭
支
援
な
ど
の
追
加
的
な

歳
出
増
加
要
因
に
つ
い
て
は
、
必

要
不
可
欠
と
し
、
適
切
な
安
定
財

源
を
確
保
す
る
と
し
た
。
ま
た
、

終
わ
り
の
ほ
う
で
、
地
方
行
財
政

改
革
に
も
触
れ
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
方
式
の
導
入
な
ど
地
方
交
付
税

を
は
じ
め
と
し
た
地
方
財
政
に
係

る
制
度
改
革
、
見
え
る
化
、
広
域

化
・
共
同
化
、
Ｉ
Ｔ
化
、
業
務
・

行
政
改
革
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

る
。な

お
、
骨
太
の
方
針
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
新
着
記
事
」

―
「
お
知
ら
せ
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン

総
活
躍
プ
ラ
ン
で
は
、
下
方
リ

ス
ク
と
脆
弱
性
の
高
ま
り
な
ど
の

世
界
経
済
の
課
題
、
日
本
の
経
済

成
長
の
隘
路
と
な
っ
て
い
る
少
子

高
齢
化
な
ど
国
内
外
の
経
済
社
会

の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
取
り

組
み
の
基
本
的
考
え
方
を
示
し
て

い
る
。
一
億
総
活
躍
社
会
を
創
る

た
め
、
①
戦
後
最
大
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
6
0
0
兆
円
②
希
望
出
生
率
1

・
8
③
介
護
離
職
ゼ
ロ
―
と
い
う

大
き
な
目
標
を
掲
げ
、
こ
の
3
つ

の
的
に
向
か
っ
て
新
し
い
三
本
の

矢
―
新
た
な
第
一
の
矢
�
「
希
望

を
生
み
出
す
強
い
経
済
」
、
新
た

な
第
二
の
矢
�
「
夢
を
つ
む
ぐ
子

育
て
支
援
」
、
新
た
な
第
三
の
矢

�「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」

―
を
放
つ
と
し
た
（
図
参
照
）
。

ま
た
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の

た
め
に
新
・
三
本
の
矢
に
加
え
て
、

こ
れ
ら
三
本
の
矢
を
貫
く
横
断
的

課
題
で
あ
る
働
き
方
改
革
と
生
産

性
向
上
と
い
う
重
要
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
第
4
次
産
業

革
命
、
最
先
端
の
健
康
立
国
な
ど

成
長
戦
略
で
示
す
取
り
組
み
の
ほ

か
、
地
方
創
生
な
ど
に
取
り
組
む

と
す
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
の

解
消
の
実
現
の
た
め
、
保
育
人
材

確
保
に
総
合
的
に
取
り
組
む
な
ど

子
育
て
の
環
境
整
備
、
ひ
と
り
親

家
庭
や
多
子
世
帯
な
ど
へ
の
支
援
、

給
付
型
奨
学
金
創
設
へ
の
検
討
な

ど
全
て
の
子
ど
も
が
希
望
す
る
教

育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
、
女

性
活
躍
な
ど
に
取
り
組
む
と
す
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
介
護
人
材
の

給
与
月
額
1
万
円
の
改
善
、
労
働

負
担
の
軽
減
な
ど
の
介
護
の
環
境

整
備
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
介
護

負
担
の
軽
減
な
ど
に
取
り
組
む
と

す
る
。

ま
た
、
待
機
児
童
に
つ
い
て
、

保
育
は
29
年
度
末
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
31
年
度
末
の
解
消
、
介

護
人
材
に
つ
い
て
、
2
0
2
0
年

代
初
頭
ま
で
の
25
万
人
増
の
確
保

な
ど
①
〜
③
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
10
年
先
を
見
据
え
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
総
活
躍
プ
ラ
ン
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
新
着
記
事
」

―
「
お
知
ら
せ
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。

成
長
戦
略
で
は
、
基
本
的
考
え

方
に
お
い
て
、
「
戦
後
最
大
の
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
6
0
0
兆
円
」
の
実
現

を
目
指
す
と
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
、
「
第
4
次
産
業
革
命
」
な
ど

の
「
官
民
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
」
に
着
手
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
鍵
と
な
る
施
策
と
し
て
、

官
民
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
は
じ

め
、
▽
生
産
性
革
命
を
実
現
す
る

規
制
・
制
度
改
革
▽
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
創
出
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
あ
ふ
れ
る
人
材
の
創
出
▽
海
外

の
成
長
市
場
の
取
り
込
み
▽
改
革

の
モ
メ
ン
タ
ム
の
活
用
―
を
挙
げ

た
ほ
か
、
今
後
の
対
応
、
主
要
施

策
例
、
具
体
的
施
策
な
ど
を
示
し

た
。成

長
戦
略
は
、
2
2
6
ペ
ー
ジ

（
目
次
な
ど
除
く
）
か
ら
な
る
。

工
程
表
や
参
考
資
料
な
ど
と
あ
わ

せ
て
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:
//w
w
w
.k
a
n
te
i

.g
o
.jp
/jp
/sin
g
i/k
e
iza
is

a
ise
i/

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

骨骨
太太
のの
方方
針針

を
閣
議
決
定

総総
活活
躍躍
ププ
ララ
ンン

成成
長長
戦戦
略略

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
2
0
1
6

〜
6
0
0
兆
円
経
済
へ
の
道
筋
〜

日
本
再
興
戦
略
2
0
1
6

―
第
4
次
産
業
革
命
に
向
け
て
―

新しい三本の矢
図
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

基
本
方
針
を
閣
議
決
定

政
府
は
6
月
2
日
、
繰
上
げ
閣

議
で
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
本
方
針
2
0
1
6
」
を
決
定

し
た
。

基
本
方
針
2
0
1
6
は
、
27
年

6
月
に
決
定
し
た
基
本
方
針
2
0

1
5
と
同
様
、
最
初
に
地
方
創
生

を
め
ぐ
る
現
状
認
識
を
示
し
た
後
、

地
方
創
生
の
基
本
方
針
を
「
地
方

創
生
の
本
格
展
開
」
と
し
た
（
2

0
1
5
で
は「
地
方
創
生
の
深
化
」

だ
っ
た
）
。

現
状
認
識
で
は
、
①
27
年
国
勢

調
査
に
お
い
て
、
調
査
開
始
以
来
、

初
め
て
の
人
口
減
少
を
記
録
す
る

な
ど
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
②
東
京
圏
へ
の
転

入
超
過
が
20
年
連
続
（
超
過
数
も

4
年
連
続
増
加
）
を
記
録
し
、
な

か
で
も
、
若
年
層
が
そ
の
大
半
を

占
め
る
こ
と
、
ま
た
、
転
出
超
過

団
体
に
は
政
令
指
定
都
市
や
県
庁

所
在
市
な
ど
の
中
核
的
都
市
が
大

半
を
占
め
る
な
ど
東
京
一
極
集
中

傾
向
の
加
速
化
③
地
方
の
人
手
不

足
の
深
刻
化
、
生
産
性
の
低
迷
な

ど
地
域
経
済
の
現
状
―
を
記
し
て

い
る
。

地
方
創
生
の
本
格
展
開
で
は
、

今
後
の
施
策
の
基
本
方
向
と
し
て
、

①
各
分
野
の
政
策
の
推
進
②
地
域

特
性
に
応
じ
た
戦
略
の
推
進
③
多

様
な
地
方
支
援
の
推
進
―
を
掲
げ

て
い
る
。

①
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ
ら
れ
た

4
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
①

地
方
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
（
ロ
ー

カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
実
現
）

②
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ

を
つ
く
る
③
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
（
地
域
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
少

子
化
対
策
の
推
進
）
④
時
代
に
合

っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く

ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と

地
域
を
連
携
す
る
―
を
推
進
し
て

い
る
と
し
た
。
今
後
、
地
域
が
持

つ
魅
力
（
知
恵
・
人
材
・
資
源
）

を
最
大
限
引
き
出
し
、
着
実
な
実

行
と
な
お
一
層
の
強
化
を
図
る
と

す
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
戦
略
的
活
用
、

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
推
進
、
稼
げ

る
ま
ち
づ
く
り
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
や
広
域
連
携
の
推
進
な
ど
を

図
る
。

②
は
、
基
本
方
針
2
0
1
6
で

新
た
に
設
け
ら
れ
た
項
目
で
、
過

度
な
東
京
一
極
集
中
や
人
口
減
少

の
進
行
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
特

性
に
応
じ
、
取
り
組
み
が
遅
れ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
戦
略
・
事
業

の
強
化
を
図
る
と
す
る
。
東
京
圏

へ
の
若
者
の
転
出
が
多
い
市
町
村
、

今
後
急
速
な
社
会
減
、
自
然
減
が

予
想
さ
れ
る
市
町
村
に
つ
い
て
、

地
域
特
性
別
モ
デ
ル
の
形
成
と
政

策
メ
ニ
ュ
ー
整
備
の
取
り
組
み
の

中
で
、
働
き
方
改
革
な
ど
を
進
め

て
い
く
と
す
る
。

③
は
、
地
方
創
生
版
・
三
本
の

矢
で
あ
る
▽
情
報
▽
人
材
▽
財
政

―
支
援
を
続
け
る
と
し
て
い
る
。

情
報
支
援
で
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の

改
善
や
利
便
性
の
向
上
、
普
及
な

ど
、
人
材
支
援
で
は
、
地
方
創
生

人
材
の
養
成
機
関
を
集
め
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
、
財

政
支
援
で
は
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

な
お
、
基
本
方
針
2
0
1
6
は

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
新
着
記

事
」
―
「
お
知
ら
せ
」
の
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

『都市問題』公開講座は、公益財団法人後藤・安田記念東
京都市研究所（旧・財団法人東京市政調査会）の発行する月
刊誌『都市問題』の特集などから時宜に適ったテーマを選び
開催しています。
第43回は次のような趣旨により、「誰がためのコンパクト
シティ」をテーマとして開催いたします。多数の方々のご参
加をお待ちしております。

○開催趣旨
現在、都市再生特別措置法改正によって導入された立地適
正化計画の作成に多くの自治体が取り組んでいる。居住機能
や医療・福祉・商業、公共交通等の誘導により、まちはコン
パクトになるのであろうか。また、コンパクトにすべきなの
であろうか。「コンパクトシティ」とは何なのかを問い、本
当に暮らしやすいまちのあり方を考える。
○日 程
2016年7月23日（土）13：30～16：30
日本プレスセンター 10階ホール
（〒100－0011東京都千代田区内幸町2－2－1）
○出 演 者
基調講演
◎浅見泰司氏（東京大学大学院工学系研究科教授）
パネルディスカッション
◎貞包英之氏（山形大学基盤教育院准教授）
◎砂原庸介氏（神戸大学大学院法学研究科准教授）
◎星 卓志氏（工学院大学建築学部教授）
◎村山秀幸氏（新潟県上越市長）
◎饗庭 伸氏（首都大学東京大学院都市環境科学研究科准

教授）〈司会〉
○参 加 費：無料
○参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ

（http : //www．timr．or．jp） からお申込みく
ださい。

○申込み期限：2016年7月21日（木）
※満席となりしだい受付を終了しますので、お早めにお申
込みください。

○問 合 せ 先：後藤・安田記念東京都市研究所
TEL：03－3591－1239、FAX：03－3591－1209

▼
議
長

▽
泉
大
津

堀
口
陽
一（
5
・
12
）

▽
八
尾

重
松
恵
美
子（
5
・
16
）

▽
美
馬

久
保
田
哲
生（
5
・
16
）

▽
佐
倉

川
名
部
実（
5
・
18
）

▽
尾
張
旭

さ
か
え
章
演（
5
・
18
）

▽
日
進

永
野
雅
則（
5
・
18
）

▽
高
槻

橋
本
紀
子（
5
・
18
）

▽
藤
岡

隅
田
川
徳
一（
5
・
19
）

▽
岸
和
田

岸
田

厚（
5
・
19
）

▽
富
田
林

川
谷
洋
史（
5
・
19
）

▽
山
口

重
見
秀
和（
5
・
19
）

▽
美
祢

荒
山
光
宏（
5
・
19
）

▼
副
議
長

▽
泉
大
津

森
下

巖（
5
・
12
）

▽
八
尾

吉
村
和
三
治（
5
・
16
）

▽
美
馬

井
川
英
秋（
5
・
16
）

▽
佐
倉

村
田
穣
史（
5
・
18
）

▽
尾
張
旭

武
田
な
お
き（
5
・
18
）

▽
日
進

小
野
田
利
信（
5
・
18
）

▽
長
久
手

岡
崎
つ
よ
し（
5
・
18
）

▽
藤
岡

湯
井
廣
志（
5
・
19
）

▽
岸
和
田

西
田
武
史（
5
・
19
）

▽
富
田
林

岡
田
英
樹（
5
・
19
）

▽
山
口

田
中

勇（
5
・
19
）

▽
美
祢

安
冨
法
明（
5
・
19
）

▼
事
務
局
長

▽
町
田

古
谷
健
司（
4
・
1
）

▽
山
口

小
野
雅
行（
4
・
1
）

▽
南
島
原

林

誠（
4
・
1
）

▽
垂
水

篠
原
輝
義（
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
（旧・東京市政調査会）

第43回『都市問題』公開講座

「誰がためのコンパクトシティ」
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地方分権の推進に伴う条例制定権の拡大に対応した条例
制定や地方公共団体の創意工夫による施策の立案等地方議
会の役割が益々大きくなるなかで、時代の変化に即応した
議会運営のあり方等地方議会の活性化方策を探求するもの
です。地方議会に詳しい山梨学院大学教授江藤俊昭氏の講
演の他、議会改革に取り組む先進自治体議会の関係者によ
る事例紹介を予定しており、議員及び議会事務局職員の皆
様に役立つ実践的な内容となっております。
◆日程及び会場：10月18日� 静岡市：静岡商工会議所会

館
◆講 師：江藤 俊昭氏（山梨学院大学教授）

先進議会関係者
◆プログラム：
13：00～14：10 地方議会の活性化方策（江藤俊昭氏）
14：20～15：20 議会改革先進的取組事例①

議会改革先進的取組事例②
15：30～16：30 意見交換等
◆受講料（教材費込・税込）：賛 助 会 員10,000円

非賛助会員15,000円
◆お申込み専用フォーム：https : //krs.bz/gyosei/m/rilg_

koshu

全国共通の課題を解明する「法務特別セミナー」と、市
区町村行政の地域の課題及び重要判例を研究する「法務実
務研究セミナー」をそれぞれ全国10カ所で開催します。自
治体法務に精通した講師による、市区町村の職員や議員の
皆様の法務能力の向上に役立つ実践的な講義内容となって
おります。
◆日程及び会場
〈法務特別セミナー〉
第1回 終了 千代田区：全国町村議員会館
第2回 終了 京都市：メルパルク京都
第3回 終了 札幌市：ポールスター札幌
第4回 終了 広島市：メルパルク広島
第5回 7／20�～7／22� 鹿児島市：鹿児島県市町村自

治会館
第6回 7／27�～7／29� 熊本市：ホテル熊本テルサ
第7回 8／9�～8／10� 神戸市：神戸市教育会館
第8回 8／31�～9／2� 長野市：長野県自治会館
第9回10／12�～10／14� 徳島市：徳島県自治研修セン

ター
第１０回11／9�～11／11� さいたま市：さいたま共済会

館
〈法務実務研究セミナー〉
第1回 9／7�～9／9� 千代田区：全国町村議員会館
第2回 9／14�～9／16� 札幌市：ポールスター札幌
第3回 9／28�～9／30� 京都市：メルパルク京都
第4回10／4�～10／6� 熊本市：熊本市国際交流会館
第5回10／19�～10／21� 神戸市：ラッセホール（兵庫

県教育会館）
第6回10／26�～10／28� 広島市：メルパルク広島
第7回11／16�～11／18� 大分市：大分県自治人材育成

センター
第8回11／30�～12／2� 長野市：長野県教育会館
第9回 1／11�～1／13� さいたま市：埼玉県県民健康

センター
第１０回 2／8�～2／10� 徳島市：ホテル千秋閣
※いずれのセミナーも1日目13 : 00～16 : 45、2日目10 :
00～16 : 45、3日目10 : 00～12 : 15
（法務特別セミナー（第7回）のみ1日目10 : 00～16 : 45、
2日目10 : 00～16 : 45）

◆受講料（教材費代・税込）：賛 助 会 員4,000円
非賛助会員6,000円

◆お申込み専用フォーム：https : //krs.bz/gyosei/m/rilg_
seminar

公益・一般法人の担当職員（関係団体の職員等を含む）、
監査委員及び同事務局職員等を対象に、公益・一般法人制
度の概要と会計制度の基礎や運用のポイント・留意点、受
講者から事前に受け付けた日頃の実務の疑問等について、
公益法人会計の第一人者である辺土名厚氏（公認会計士）
が具体的事例も交えながら、わかりやすく解説します。各
地方公共団体の公益・一般法人担当職員、監査委員及び同
事務局職員の皆様の実務能力の向上に役立つ実践的な講義
内容となっております。
◆日程及び会場：7月15日� 千代田区：全国町村議員会

館2階会議室
◆講 師：辺土名 厚氏（公認会計士）
◆プログラム：
13：00～16：30 公益・一般法人の制度

公益・一般法人の違いは
評議員会・理事会で押さえるべきポイ
ント
公益法人の18要件の概略と留意点
一般法人の公益目的支出計画の概略と
留意点
会計基準
公益・一般法人に求められる決算書と
留意点
質疑応答等

◆受講料（教材費込・税込）：賛 助 会 員10,000円
非賛助会員15,000円

◆お申込み専用フォーム：https : //krs.bz/gyosei/m/rilg_
koshu

行政訴訟における手続から対応まで、担当者として知っ
ておくべき実務上のポイントを具体的な事例をもとに専門
の弁護士が懇切丁寧に解説します。各地方公共団体の職員
の皆様の行政訴訟の実務能力の向上に役立つ実践的な講義
内容となっております。
◆日程及び会場：9月6日� 千代田区：全国町村会館2

階ホール
◆講 師：伊東 健次氏（弁護士）
◆プログラム：
10：00～16：30 行政訴訟の意義及び機能

行政訴訟の類型
行政訴訟の実務 等
質疑応答

◆受講料（教材費込・税込）：賛 助 会 員10,000円
非賛助会員15,000円

◆お申込み専用フォーム : https : //krs.bz/gyosei/m/rilg_
koshu

◆問合せ先：一般財団法人 地方自治研究機構 研修部
電話03－5148－0662
E‐mail koshu@rilg.or.jp

◆そ の 他：詳細は、当機構HP http : //www.rilg.
or.jp/htdocs/003.htmlを御参照ください。

平平成成2288年年度度「「法法務務能能力力向向上上ののたためめのの特特別別実実務務セセミミナナーー」」のの開開催催

～苦手な法務もこれで解決！変化に即応できる自治体職員等のための短期集中セミナー～

平平成成2288年年度度「「地地方方議議会会活活性性化化セセミミナナーー」」のの開開催催

～時代の変化に即応する議会運営のあり方等議会の活性化方策を探求する～

平平成成2288年年度度「「CCAASSEE SSTTUUDDYY 行行政政訴訴訟訟実実務務講講習習会会」」のの開開催催

～事例をもとに徹底解説！ 行政訴訟実務者のための知識と留意点について解説～

平平成成2288年年度度「「公公益益・・一一般般法法人人会会計計実実務務講講習習会会」」のの開開催催

～これだけは知っておきたい実務の基礎・留意点～
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